
  

　横
田
石
油
（
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｓ
系
＝
本
社
姫
路
市

・
横
田
昌
彦
社
長
）
は

21
日
、
同
社
油
槽
所
敷

地
内
で
、
グ
ル
ー
プ
従

業
員
と
家
族
を
招
待
し

て
慰
労
イ
ベ
ン
ト
を
大

々
的
に
開
催
し
た
。
約

１
８
０
人
が
参
集
し
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
の
あ
と
、

姫
路
み
な
と
祭
の
海
上

花
火
大
会
を
見
物
し

た
。　横

田
社
長
は
、
コ
ロ

ナ
禍
や
姫
路
港
の
護
岸

工
事
な
ど
の
影
響
で
花

火
大
会
の
再
開
が
遅
れ

て
い
た
経
緯
を
踏
ま
え

「
５
年
ぶ
り
に
よ
う
や

く
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
心
配
さ
れ
た
天

候
も
持
ち
こ
た
え
て
、

何
と
か
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
で
き
た
。
従
業
員
を

支
え
る
ご
家
族
共
々
、

存
分
に
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
」
と
慰
労
の
意

を
伝
え
た
。

　バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
ほ

か
、
子
供
は
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
す
く
い
、
射
的

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
挑
戦
し
、
夕
刻
に

打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火

大
会
を
間
近
に
見
る
な

ど
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
た
。

　
　（姫
路
市
＝
兵
庫
）

　昭
和
20
年
（
１
９
４
５
年
）
３

月
13
日
夜
半
、
大
阪
大
空
襲
。
創

業
者
の
祖
父
・
鴻
野
沖
三
郎
氏
や

父
・
沖
一
氏
、
母
・
エ
イ
氏
と
と

も
に
防
空
壕
へ
避
難
。
以
降
３
カ

月
ほ
ど
防
空
壕
内
で
の
生
活
が
続

い
た
。

　一
般
的
な
住
居
に
越
せ
た
の
は

意
外
な
理
由
か
ら
。「
父
が
尼
崎

市
の
立
花
に
６
軒
の
借
家
を
建
て

て
い
た
。
祖
父
は
〝
無
駄
遣
い

や
〞
と
怒
っ
て
い
た
が
、
田
園
地

帯
だ
っ
た
か
ら
空
襲
を
免
れ
た
」。

元
々
は
満
室
だ
っ
た
も
の
の
住
ん

で
い
た
叔
父
が
戦
死
。
悲
し
み
は

あ
っ
た
が
空
い
た
部
屋
に
移
住
し

防
空
壕
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
た
。

　そ
れ
で
も
苦
し
い
生
活
は
続

く
。「
お
ふ
く
ろ
は
夏
も
冬
も
浴

衣
１
枚
だ
っ
た
。
ほ
か
は
す
べ
て

売
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
」。

　戦
中
だ
け
で
は
な
い
。
戦
後
、

間
も
な
い
頃
。
エ
イ
氏
が
残
っ
て

い
た
着
物
を
売
り
、
米
に
変
え

た
。
嫁
入
り
道
具
と
し
て
持
っ
て

　戦
後
。
事
業
を
再
開
し
よ
う
に

も
工
場
や
陸
運
会
社
と
い
っ
た
取

引
先
は
焼
失
な
ど
に
よ
り
皆
無
。

業
務
に
な
ら
な
か
っ
た
。

　た
だ
道
は
あ
っ
た
。
一
般
家
庭

に
油
糧
公
団
か
ら
植
物
油
（
油

脂
）
の
配
給
を
行
う
権
利
を
有
し

て
お
り
、
業
務
を
開
始
。
鴻
野
名

誉
会
長
も
父
と
母
か
ら
「
港
区
と

東
成
区
の
配
給
に
行
っ
て
く
れ
」

と
頼
ま
れ
、
本
格
的
に
家
業
に
従

事
し
始
め
た
。

　「
堺
の
倉
庫
で
保
管
し
て
い
た

オ
ー
ト
三
輪
が
焼
け
ず
に
残
っ
て

い
た
。
父
は
〝
疎
開
さ
せ
て
い

た
〞
と
言
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を

活
用
し
た
」。
公
団
か
ら
出
荷
指

示
書
を
も
ら
い
精
油
会
社
へ
出
向

い
て
植
物
油
を
受
け
取
る
。
父
と

母
、
従
業
員
１
人
、
そ
し
て
自
分

の
４
人
で
配
給
。「
苦
し
い
時
代

だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　「
社
員
が
戦
地
か
ら
復
員
し
て

真
っ
先
に
親
父
に
あ
い
さ
つ
に
来

る
。
し
か
し
雇
う
だ
け
の
金
が
な

い
。〝
よ
ぅ
元
気
で
帰
っ
て
き
て

く
れ
た
〞
と
慰
め
の
言
葉
は
出
る

が
〝
じ
ゃ
あ
明
日
か
ら
一
緒
に
や

ろ
う
〞
と
は
言
え
な
い
。
給
料
を

払
え
な
い
。
一
番
、
悲
惨
な
時
代

だ
っ
た
」。

　自
分
た
ち
も
苦
し
か
っ
た
。
配

給
業
務
を
終
え
、
倉
庫
に
戻
る
。

植
物
油
を
入
れ
て
い
た
ド
ラ
ム
缶

を
斜
め
に
立
て
、
口
を
下
に
し
、

少
し
た
ま
っ
た
油
脂
を
ポ
ン
プ
で

吸
い
取
っ
た
。「
１
升
も
な
い
。

１
合
く
ら
い
だ
っ
た
か
。
わ
れ
わ

れ
家
族
の
食
い
ぶ
ち
だ
っ
た
。
よ

ぅ
生
き
と
っ
た
な
ぁ
と
思
う
」。

　戦
後
の
苦
難
。
転
機
が
訪
れ
た

の
は
、
昭
和
20
年
11
月
。
ラ
イ
ジ

ン
グ
サ
ン
石
油
時
代
の
縁
が
同
社

を
新
た
な
局
面
へ
導
く
こ
と
に
な

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　（つ
づ
く
）

き
た
最
後
の
１
枚
だ
っ
た
。
家
族

は
餓
死
せ
ず
生
き
な
が
ら
え
た
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が
、
母
の
胸
中
を
思
う
と
涙
を
禁

じ
得
な
か
っ
た
。

　【
大
阪
】
石
油
販
売
業
界
を
け
ん
引
し
続
け
て
き
た
シ
ェ
ル
石
油
大
阪

発
売
所
の
鴻
野
眞
太
郎
名
誉
会
長
。
戦
後
の
混
乱
期
を
ど
う
乗
り
越
え
た

の
か
、
話
し
を
う
か
が
っ
た
（
記
事
中
の
人
物
名
や
役
職
、
時
期
な
ど
は

鴻
野
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
に
基
づ
く
）。

　【
京
都
】
京
都
市
内
は

全
般
に
９
月
の
ガ
ソ
リ
ン

販
売
量
が
前
年
同
月
実
績

を
下
回
り
、
平
均
マ
ー
ジ

ン
も
縮
小
気
味
だ
。
10
月

入
り
後
の
需
要
減
少
予
測

を
踏
ま
え
る
と
、
平
均
マ

ー
ジ
ン
の
㍑
２
〜
３
円
上

乗
せ
が
必
要
と
の
見
方
が

強
ま
っ
て
い
る
。

　セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
主
体
の
特

約
店
に
よ
る
と
、
９
月
の

ガ
ソ
リ
ン
販
売
量
か
前
年

同
月
比
95
％
程
度
に
と
ど

ま
る
見
通
し
と
い
う
。「
残

暑
効
果
に
よ
る
需
要
持
続

は
期
待
外
れ
の
感
が
あ

り
、
利
幅
縮
小
を
合
わ
せ

る
と
７
〜
８
月
に
く
ら
べ

て
収
益
面
で
は
厳
し
い
」

と
み
て
い
る
。

　第
２
週
に
値
戻
し
た
セ

ル
フ
Ｓ
Ｓ
の
上
値
は
レ
ギ

ュ
ラ
ー
１
７
２
円
が
主
流

だ
が
「
先
行
す
る
他
府
県

の
一
部
エ
リ
ア
で
は
、
現

金
会
員
ベ
ー
ス
で
１
７
０

円
台
に
乗
せ
て
い
る
。
今

後
の
需
要
減
少
に
対
応
し

た
上
乗
せ
が
必
要
」
と
の

声
が
あ
が
る
。

　利
幅
改
善
へ
の
意
欲
が

高
ま
る
一
方
「
有
力
業
者

の
量
販
政
策
が
な
か
な
か

沈
静
化
し
な
い
た
め
採
販

市
況
安
定
化
は
困
難
」
と

の
見
方
も
あ
り
、
定
着
し

に
く
い
商
圏
内
の
セ
ル
フ

Ｓ
Ｓ
間
で
の
価
格
差
販
売

に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か

が
課
題
と
な
り
そ
う
だ
。

　原
材
料
費
や
物
流
費
の

高
騰
を
受
け
、
洗
車
溶
剤

や
タ
オ
ル
、
レ
ジ
ロ
ー
ル

紙
な
ど
Ｓ
Ｓ
の
備
品
、
消

耗
品
に
か
か
る
経
費
も
上

昇
し
て
い
る
。
し
か
し
Ｓ

Ｓ
運
営
上
の
経
費
増
大
に

対
す
る
販
売
価
格
へ
の
転

嫁
が
い
ぜ
ん
不
十
分
と
い

う
の
が
実
情
と
い
え
る
。

　さ
ら
に
１
日
か
ら
51
円

引
き
上
げ
ら
れ
時
給
１
０

５
２
円
と
な
る
最
低
賃
金

へ
の
対
応
が
滞
っ
た
場

合
、
従
業
員
流
出
に
つ
な

が
る
可
能
性
は
高
く
深
刻

化
す
る
人
手
不
足
に
拍
車

が
か
か
り
か
ね
な
い
。「
Ｓ

Ｓ
の
運
営
上
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
危
機
的
状
況
」
と

の
見
方
が
支
配
的
だ
。

　今
週
明
け
の
市
況
は
、

い
ぜ
ん
レ
ギ
ュ
ラ
ー
㍑
１

５
０
円
台
の
低
価
格
が
張

り
付
き
、
一
部
エ
リ
ア
の

１
７
０
円
台
を
除
く
と
、

お
お
む
ね
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
の

会
員
価
格
で
１
６
７
〜
１

６
８
円
が
主
流
で
、
全
県

的
に
１
７
０
円
台
に
乗
せ

た
い
と
こ
ろ
だ
。

　企
業
存
続
を
左
右
し
か

ね
な
い
「
物
価
上
昇
分
を

上
回
る
賃
上
げ
」
を
実
現

で
き
る
の
か
。
仕
切
価
格

動
向
に
応
じ
た
従
来
の
価

格
改
定
と
は
違
っ
た
コ
ス

ト
転
嫁
の
必
要
性
を
認
識

し
、
利
益
率
向
上
に
つ
な

が
る
適
正
価
格
に
よ
る
採

販
実
践
に
待
っ
た
な
し
の

局
面
と
い
え
る
。

　【
和
歌
山
】
和
歌
山
市

で
は
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
の
価
格

帯
が
低
迷
し
た
ま
ま
だ
。

　24
日
現
在
、
元
売
系
列

　【奈
良
】
奈
良
県
で
は
、

県
中
部
な
ど
多
く
の
地
域

・
商
圏
で
市
況
が
停
滞
し

て
い
る
。
地
場
業
者
は

「
８
月
以
降
、
複
数
の
業

者
が
値
上
げ
を
実
施
す
る

な
ど
何
度
か
市
況
改
善
の

機
運
が
高
ま
っ
た
が
、
す

べ
て
不
発
に
終
わ
っ
た
」

と
た
め
息
を
つ
く
。

　実
際
、
24
日
現
在
の
元

売
系
列
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
に
お

け
る
レ
ギ
ュ
ラ
ー
店
頭
価

格
の
中
心
値
が
㍑
１
６
２

〜
１
６
６
円
の
地
域
・
商

圏
が
多
く
、
県
内
で
は
高

価
格
帯
を
維
持
し
て
い
る

奈
良
市
（
１
６
９
円
前

後
）
と
比
較
す
る
と
３
〜

７
円
の
差
が
生
じ
て
い

る
。
関
係
筋
は
「
元
売
仕

切
値
の
動
向
を
踏
ま
え
る

と
収
益
的
に
厳
し
い
の
で

は
な
い
か
。
せ
め
て
奈
良

市
と
同
等
の
価
格
に
値
上

げ
す
べ
き
」と
指
摘
す
る
。

　要
因
の
一
つ
は
Ｐ
Ｂ

（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン

ド
）
Ｓ
Ｓ
や
商
社
系
、
非

系
列
Ｓ
Ｓ
と
い
っ
た
安
値

業
者
の
価
格
帯
。
県
内
で

は
多
く
の
商
圏
に
１
５
５

〜
１
５
９
円
と
１
６
０
円

に
届
か
な
い
業
者
が
お

り
、
な
か
に
は
元
売
系
列

の
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
で
も
１
６

０
円
を
下
回
る
事
例
が
み

ら
れ
る
。

　特
約
店
筋
は
「
市
況
が

改
善
し
な
い
最
大
の
原

因
。
他
社
が
値
上
げ
し
て

い
て
も
動
か
ず
、
逆
に
値

下
げ
す
る
ケ
ー
ス
す
ら
あ

る
。
許
せ
な
い
」
と
憤
り

を
隠
せ
な
い
。

　別
の
特
約
店
幹
部
は

「
Ｐ
Ｂ
－
Ｓ
Ｓ
な
ど
が
値

　【
神
戸
】
兵
庫
県
石
商

（
碇
武
宏
章
理
事
長
）は
20

日
、
正
副
・
常
任
理
事
会

を
開
き
、
直
近
の
課
題
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

賃
上
げ
や
コ
ス
ト
増
を
踏

ま
え
た
採
販
徹
底
、
注
視

す
る
コ
ス
ト
コ
Ｇ
Ｓ（
ガ

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）問
題

な
ど
公
正
市
場
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
対
策
強
化

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　碇
武
理
事

長
は
物
価
高

騰
や
人
件
費

上
昇
な
ど
の
情
勢
を
踏
ま

え
「
い
つ
ま
で
も
無
意
味

な
価
格
競
争
を
繰
り
返
し

て
い
る
場
合
で
は
な
く
、

従
来
と
は
違
う
危
機
的
状

況
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し

対
応
す
る
こ
と
が
肝
要
。

組
合
員
が
危
機
意
識
を
共

有
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
解
決
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
」
と
話
し
た
。

　一
方
、
出
店
が
相
次
ぐ

コ
ス
ト
コ
Ｇ
Ｓ
に
つ
い

て
、
報
道
番
組
の
特
集
で

「
ガ
ソ
リ
ン
が
安
い
」
こ

と
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
に

触
れ
、
石
油
政
治
連
盟
の

中
村
彰
一
郎
会
長
、
コ
ス

ト
コ
対
策
室
の
二
木
三
千

哉
室
長
が
「
近
隣
の
地
元

Ｓ
Ｓ
へ
の
影
響
は
一
段
と

大
き
く
な
る
」
と
不
安
材

料
に
あ
げ
た
。

　碇
武
理
事
長
は
「
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
を
考
慮
す
れ

ば
、
自
治
体
の
コ
ス
ト
コ

誘
致
の
風
潮
は
強
ま
る
。

コ
ス
ト
コ
Ｇ
Ｓ
へ
の
燃
料

油
供
給
元
に
対
す
る
調

査
、
公
正
取
引
に
向
け
た

新
し
い
枠
組
み
と
し
て
の

立
法
化
実
現
が
焦
点
と
な

る
」と
の
見
解
を
述
べ
た
。

セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
で
は
レ
ギ
ュ

ラ
ー
店
頭
価
格
㍑
１
５
９

〜
１
６
３
円
、
軽
油
１
３

９
〜
１
４
１
円
（
実
売
は

い
ず
れ
も
２
円
程
度
の
値

引
き
）
が
中
心
値
。
一
時

的
に
３
円
程
度
の
改
善
が

み
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
お
お
む
ね
今
年
１
月

か
ら
価
格
帯
が
変
動
し
て

い
な
い
。
特
約
店
筋
は

「
収
益
は
か
な
り
厳
し
い

の
で
は
」
と
指
摘
す
る
。

　一
方
、
Ｐ
Ｂ
（
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
）
Ｓ
Ｓ

や
商
社
系
と
い
っ
た
安
値

業
者
も
レ
ギ
ュ
ラ
ー
１
５

４
円
前
後
、
軽
油
１
２
９

円
前
後
が
大
勢
で
関
係
筋

は
「
決
し
て
利
益
を
得
ら

れ
て
い
る
と
は
思
え
な

い
。
多
く
の
業
者
が
苦
し

い
の
で
は
な
い
か
」
と
推

測
す
る
。

　別
の
特
約
店
代
表
は

「
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で

何
度
も
〝
和
歌
山
は
近
畿

で
も
っ
と
も
ガ
ソ
リ
ン
価

格
が
安
い
〞
な
ど
と
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
情
け

な
い
」と
た
め
息
を
つ
く
。

　同
日
の
近
畿
他
府
県

（
県
庁
所
在
地
）
と
く
ら

べ
て
元
売
系
列
セ
ル
フ
Ｓ

Ｓ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
店
頭
価
格

で
は
８
〜
13
円
（
奈
良
市

１
６
９
円
、
大
阪
市
１
７

４
円
）
も
価
格
差
が
あ

り
、
そ
れ
だ
け
収
益
も
得

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な

　【
彦
根
市
＝
滋
賀
】
ア

ク
ア
シ
ス
テ
ム
（
本
社
滋

賀
県
彦
根
市
・
木
村
匡
伸

社
長
）
は
23
日
、
彦
根
市

を
拠
点
に
活
動
す
る
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
レ

イ
ラ
ッ
ク
滋

賀
Ｆ
Ｃ
」
の

公
式
ス
ポ
ン

サ
ー
と
し

て
、
屋
外
練

習
で
の
熱
中
症
対
策
に
活

用
で
き
る
「
Ａ
Ｑ
ｐ
ｌ
ｕ

ｓ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
式
送
風

機
」
を
贈
呈
し
た
。
平
和

堂
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｏ
ス
タ
ジ
ア
ム

で
行
わ
れ
た
試
合
の
キ
ッ

ク
オ
フ
前
に
、
木
村
社
長

が
同
Ｆ
Ｃ
（
Ｍ
ｉ
－
Ｏ
ス

ポ
ー
ツ
）
の
内
林
広
高
社

長
に
手
渡
し
た
。

　同
送
風
機
（
Ａ
Ｑ
Ｒ
－

18
Ｈ
Ｂ
）
の
電
源
確
保

は
、
標
準
付
属
の
Ａ
Ｃ
１

０
０
♪
電
源
コ
ー
ド
接
続

に
よ
る
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

と
、
純
正
同
等
の
Ｄ
Ｃ
18

♪
６
・
０
♭
時
互
換
バ
ッ

テ
リ
ー
接
続
に
よ
る
コ
ー

ド
レ
ス
の
２
通
り
。
工
場

や
倉
庫
の
作
業
現
場
の
ほ

か
、
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー

ツ
会
場
な
ど
用
途
や
場
所

に
応
じ
て
使
用
で
き
る
。

　レ
イ
ラ
ッ
ク
滋
賀
Ｆ
Ｃ

は
、
彦
根

市
、
草
津

市
、
東
近
江

市
を
中
心
に

滋
賀
全
県
を

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
、
Ｊ

リ
ー
グ
加
盟
を
目
指
し
て

い
る
。
滋
賀
県
の
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
文
化
発
展
を
通
じ

て
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り

に
貢
献
す
る
。

段
で
勝
負
し
て
く
る
の

は
、
許
せ
な
い
が
理
解
は

で
き
る
。
し
か
し
元
売
系

列
Ｓ
Ｓ
の
安
値
は
論
外
。

同
じ
系
列
Ｓ
Ｓ
を
運
営
す

る
同
業
他
社
が
迷
惑
を
被

っ
て
い
る
。
辞
め
て
ほ
し

い
」
と
眉
間
に
し
わ
を
寄

せ
る
。

　一
方
、
あ
る
特
約
店
代

表
は
「
安
値
業
者
の
価
格

帯
が
一
番
の
ネ
ッ
ク
」
と

し
な
が
ら
も
「
そ
れ
に
対

応
し
て
い
る
周
辺
業
者
も

安
値
が
改
善
し
な
い
理

由
」
と
強
調
す
る
。「
安

値
に
対
応
す
る
か
ら
商
圏

や
地
域
全
体
の
市
況
が
悪

化
す
る
。
他
社
の
価
格
は

無
視
し
、
自
社
に
と
っ
て

適
正
収
益
を
得
ら
れ
る
値

段
、
言
い
換
え
れ
ば
販
売

数
量
が
減
少
し
て
も
利
益

を
確
保
で
き
る
価
格
を
掲

げ
て
い
れ
ば
、
市
況
も
そ

こ
ま
で
下
が
ら
な
い
は

ず
。
安
値
は
無
視
す
る
に

限
る
」。

　市
況
の
低
迷
は
今
に
始

ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

奈
良
県
で
は
長
年
、
低
市

況
に
苦
し
め
ら
れ
て
き

た
。
Ｓ
Ｓ
数
が
減
少
し
続

け
て
お
り
、
収
益
確
保
は

す
べ
て
の
業
者
に
と
っ
て

至
上
命
題
。
早
急
な
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　【
大
阪
】
行
政
や
事
業

者
・
団
体
、
有
識
者
で
構

成
さ
れ
る
大
阪
府
石
油
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防
災
本
部

は
こ
の
ほ
ど
、
大
阪
府
石

油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防
災

計
画
（
第
３
期
対
策
計

画
）
の
令
和
５
年
度
進
ち

ょ
く
状
況
お
よ
び
第
１
期

か
ら
第
３
期
の
対
策
結
果

を
公
表
し
た
。

　同
計
画
は
平
成
27
年
度

か
ら
開
始
。
同
年
度
か
ら

29
年
度
を
第
１
期
、
30
年

度
か
ら
令
和
２
年
度
を
第

２
期
、
３
年
度
か
ら
５
年

度
を
第
３
期
と
し
て
９
年

間
行
っ
た
。

　令
和
５
年
度
の
進
ち
ょ

く
状
況
で
は
ハ
ー
ド
対
策

の
重
点
項
目
（
タ
ン
ク
配

管
へ
の
緊
急
遮
断
弁
の
設

置
、
重
要
施
設
な
ど
の
浸

水
対
策
、
小
規
模
タ
ン
ク

の
漂
流
対
策
）
に
つ
い

て
、
対
策
は
進
ん
で
い
る

が
費
用
や
期
間
が
必
要
な

内
容
も
あ
り
、
特
定
事
業

所
に
よ
る
継
続
実
施
や
防

災
本
部
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
が
不
可
欠
と
し

た
。　ソ

フ
ト
面
の
重
点
項
目

（
有
害
化
学
物
質
の
漏
え

い
リ
ス
ク
評
価
実
施
、
協

力
会
社
や
一
時
的
な
作
業

員
増
を
考
慮
し
た
津
波
避

難
計
画
の
見
直
し
、
Ｌ
２

＝
想
定
最
大
規
模
＝
の
高

潮
＝
地
震
・
津
波
を
除
く

＝
に
備
え
た
ソ
フ
ト
対

策
）
に
関
し
て
は
、
他
の

２
項
目
は
必
要
な
対
策
が

行
わ
れ
た
も
の
の
、
高
潮

に
備
え
た
ソ
フ
ト
対
策
が

未
実
施
の
事
業
所
が
あ

り
、
引
き
続
き
防
災
本
部

か
ら
取
り
組
み
を
推
進
す

る
と
し
て
い
る
。

　一
方
、
第
１
期
か
ら
第

３
期
の
対
策
結
果
に
つ
い

て
、
重
点
項
目
（
15
項

目
）
の
う
ち
９
項
目
（
建

物
の
地
震
・
津
波
対
策
、

管
理
油
高
の
見
直
し
、
有

害
化
学
物
質
漏
え
い
初
動

体
制
、
安
全
に
係
る
企
業

活
動
の
再
点
検
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定
・
見
直
し
、
近
隣
事

業
所
間
の
情
報
共
有
の
強

化
、
浮
き
屋
根
式
タ
ン
ク

の
耐
震
化
、
準
特
定
タ
ン

ク
の
耐
震
化
、
球
形
高
圧

ガ
ス
タ
ン
ク
の
鋼
管
ブ
レ

ー
ス
の
耐
震
化
）
の
取
り

組
み
を
終
了
し
た
と
説

明
。
た
だ
重
要
施
設
の
移

設
な
ど
多
額
の
費
用
や
中

長
期
的
な
期
間
を
要
す
る

対
策
な
ど
が
残
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
推
進
・
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
欠
か
せ

な
い
と
し
て
い
る
。

　令
和
６
年
度
以
降
に
つ

い
て
は
今
年
３
月
に
制
定

し
た
「
大
阪
府
石
油
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
等
特
別
防
災
区

域
に
お
け
る
防
災
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
い

て
重
点
項
目
の
推
進
・
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
訓
練
や

教
育
、
取
り
組
み
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
を
行
い
、
結
果
を
公

表
す
る
と
し
て
い
る
。

る
。
早
急
な
市
況
改
善
が

望
ま
れ
て
い
る
。

　【
兵
庫
】
来
週
か
ら
10
月
入
り
す
る
兵
庫
県
市
場
は
、
Ｓ
Ｓ
店
頭
価
格
引
き
上
げ
が
必
至
の
情
勢
に
あ
る
。

１
日
か
ら
発
効
さ
れ
る
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
と
も
な
う
人
件
費
上
昇
、
Ｓ
Ｓ
の
備
品
や
消
耗
品
の
値
上
げ

な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
コ
ス
ト
負
担
の
一
層
増
大
は
避
け
ら
れ
な
い
た
め
、
燃
料
油
マ
ー
ジ
ン
向
上
に
よ
る

経
営
改
善
が
焦
点
と
な
り
そ
う
だ
。

内
林
社
長
（
左
）
に
送
風
機
を
手
渡
す
木
村
社
長

大
阪
大
空
襲
、３
カ
月
の
防
空
壕
生
活

従
業
員
を
ね
ぎ
ら
う
横
田
社
長
（
上
）、

大
イ
ベ
ン
ト
に
180
人
が
参
集

兵庫ＳＳ

和
歌
山
市

９
年
間
の
結
果
評
価
も
実
施

あ
い
さ
つ

す
る
碇
武

理
事
長

京都市内

２
〜
３
円
上
乗
せ
必
要
視

９
月 

ガ
ソ
リ
ン
減
販
と
利
幅
縮
小

店
頭
価
格
引
き
上
げ
必
至

コ
ス
ト
負
担
一
層
増
に
危
機
感

焼け野原からの復興は油脂配給
自
身
も
本
格
的
に
家
業
へ
従
事

セ
ル
フ
市
況
停
滞
続
く

ＢＢＱと花火大会見物で慰労
横田石油

グループ従業員と家族180人集う

危
機
感
共
有
し
採
販
徹
底

公
正
へ
の
法
制
化
に
期
待

兵庫石商

奈
良
県 

市
況
改
善
待
っ
た
な
し

「
元
売
系
列
Ｓ
Ｓ
の
安
値
は
論
外
」

第３期対策計画進ちょく状況公表
大阪府石油コンビナート等防災本部

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
式
送
風
機 

贈   呈

ア
ク
ア
シ
ス
テ
ム 

地
元
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
支
援

シ
ェ
ル
石
油

大
阪
発
売
所 

鴻
野
眞
太
郎
名
誉
会
長

～第２回～
イ ューン タビ

  

　横
田
石
油
（
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｓ
系
＝
本
社
姫
路
市

・
横
田
昌
彦
社
長
）
は

21
日
、
同
社
油
槽
所
敷

地
内
で
、
グ
ル
ー
プ
従

業
員
と
家
族
を
招
待
し

て
慰
労
イ
ベ
ン
ト
を
大

々
的
に
開
催
し
た
。
約

１
８
０
人
が
参
集
し
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
の
あ
と
、

姫
路
み
な
と
祭
の
海
上

花
火
大
会
を
見
物
し

た
。　横

田
社
長
は
、
コ
ロ

ナ
禍
や
姫
路
港
の
護
岸

工
事
な
ど
の
影
響
で
花

火
大
会
の
再
開
が
遅
れ

て
い
た
経
緯
を
踏
ま
え

「
５
年
ぶ
り
に
よ
う
や

く
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
心
配
さ
れ
た
天

候
も
持
ち
こ
た
え
て
、

何
と
か
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
で
き
た
。
従
業
員
を

支
え
る
ご
家
族
共
々
、

存
分
に
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
」
と
慰
労
の
意

を
伝
え
た
。

　バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
ほ

か
、
子
供
は
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
す
く
い
、
射
的

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
挑
戦
し
、
夕
刻
に

打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火

大
会
を
間
近
に
見
る
な

ど
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
た
。

　
　（姫
路
市
＝
兵
庫
）

　昭
和
20
年
（
１
９
４
５
年
）
３

月
13
日
夜
半
、
大
阪
大
空
襲
。
創

業
者
の
祖
父
・
鴻
野
沖
三
郎
氏
や

父
・
沖
一
氏
、
母
・
エ
イ
氏
と
と

も
に
防
空
壕
へ
避
難
。
以
降
３
カ

月
ほ
ど
防
空
壕
内
で
の
生
活
が
続

い
た
。

　一
般
的
な
住
居
に
越
せ
た
の
は

意
外
な
理
由
か
ら
。「
父
が
尼
崎

市
の
立
花
に
６
軒
の
借
家
を
建
て

て
い
た
。
祖
父
は
〝
無
駄
遣
い

や
〞
と
怒
っ
て
い
た
が
、
田
園
地

帯
だ
っ
た
か
ら
空
襲
を
免
れ
た
」。

元
々
は
満
室
だ
っ
た
も
の
の
住
ん

で
い
た
叔
父
が
戦
死
。
悲
し
み
は

あ
っ
た
が
空
い
た
部
屋
に
移
住
し

防
空
壕
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
た
。

　そ
れ
で
も
苦
し
い
生
活
は
続

く
。「
お
ふ
く
ろ
は
夏
も
冬
も
浴

衣
１
枚
だ
っ
た
。
ほ
か
は
す
べ
て

売
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
」。

　戦
中
だ
け
で
は
な
い
。
戦
後
、

間
も
な
い
頃
。
エ
イ
氏
が
残
っ
て

い
た
着
物
を
売
り
、
米
に
変
え

た
。
嫁
入
り
道
具
と
し
て
持
っ
て

　戦
後
。
事
業
を
再
開
し
よ
う
に

も
工
場
や
陸
運
会
社
と
い
っ
た
取

引
先
は
焼
失
な
ど
に
よ
り
皆
無
。

業
務
に
な
ら
な
か
っ
た
。

　た
だ
道
は
あ
っ
た
。
一
般
家
庭

に
油
糧
公
団
か
ら
植
物
油
（
油

脂
）
の
配
給
を
行
う
権
利
を
有
し

て
お
り
、
業
務
を
開
始
。
鴻
野
名

誉
会
長
も
父
と
母
か
ら
「
港
区
と

東
成
区
の
配
給
に
行
っ
て
く
れ
」

と
頼
ま
れ
、
本
格
的
に
家
業
に
従

事
し
始
め
た
。

　「
堺
の
倉
庫
で
保
管
し
て
い
た

オ
ー
ト
三
輪
が
焼
け
ず
に
残
っ
て

い
た
。
父
は
〝
疎
開
さ
せ
て
い

た
〞
と
言
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を

活
用
し
た
」。
公
団
か
ら
出
荷
指

示
書
を
も
ら
い
精
油
会
社
へ
出
向

い
て
植
物
油
を
受
け
取
る
。
父
と

母
、
従
業
員
１
人
、
そ
し
て
自
分

の
４
人
で
配
給
。「
苦
し
い
時
代

だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　「
社
員
が
戦
地
か
ら
復
員
し
て

真
っ
先
に
親
父
に
あ
い
さ
つ
に
来

る
。
し
か
し
雇
う
だ
け
の
金
が
な

い
。〝
よ
ぅ
元
気
で
帰
っ
て
き
て

く
れ
た
〞
と
慰
め
の
言
葉
は
出
る

が
〝
じ
ゃ
あ
明
日
か
ら
一
緒
に
や

ろ
う
〞
と
は
言
え
な
い
。
給
料
を

払
え
な
い
。
一
番
、
悲
惨
な
時
代

だ
っ
た
」。

　自
分
た
ち
も
苦
し
か
っ
た
。
配

給
業
務
を
終
え
、
倉
庫
に
戻
る
。

植
物
油
を
入
れ
て
い
た
ド
ラ
ム
缶

を
斜
め
に
立
て
、
口
を
下
に
し
、

少
し
た
ま
っ
た
油
脂
を
ポ
ン
プ
で

吸
い
取
っ
た
。「
１
升
も
な
い
。

１
合
く
ら
い
だ
っ
た
か
。
わ
れ
わ

れ
家
族
の
食
い
ぶ
ち
だ
っ
た
。
よ

ぅ
生
き
と
っ
た
な
ぁ
と
思
う
」。

　戦
後
の
苦
難
。
転
機
が
訪
れ
た

の
は
、
昭
和
20
年
11
月
。
ラ
イ
ジ

ン
グ
サ
ン
石
油
時
代
の
縁
が
同
社

を
新
た
な
局
面
へ
導
く
こ
と
に
な

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　（つ
づ
く
）

き
た
最
後
の
１
枚
だ
っ
た
。
家
族

は
餓
死
せ
ず
生
き
な
が
ら
え
た

(５) 第２１９２８号 （第三種郵便物認可） 令和６年（２０２４年）９月２８日 （土曜日）

が
、
母
の
胸
中
を
思
う
と
涙
を
禁

じ
得
な
か
っ
た
。

　【
大
阪
】
石
油
販
売
業
界
を
け
ん
引
し
続
け
て
き
た
シ
ェ
ル
石
油
大
阪

発
売
所
の
鴻
野
眞
太
郎
名
誉
会
長
。
戦
後
の
混
乱
期
を
ど
う
乗
り
越
え
た

の
か
、
話
し
を
う
か
が
っ
た
（
記
事
中
の
人
物
名
や
役
職
、
時
期
な
ど
は

鴻
野
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
に
基
づ
く
）。

　【
京
都
】
京
都
市
内
は

全
般
に
９
月
の
ガ
ソ
リ
ン

販
売
量
が
前
年
同
月
実
績

を
下
回
り
、
平
均
マ
ー
ジ

ン
も
縮
小
気
味
だ
。
10
月

入
り
後
の
需
要
減
少
予
測

を
踏
ま
え
る
と
、
平
均
マ

ー
ジ
ン
の
㍑
２
〜
３
円
上

乗
せ
が
必
要
と
の
見
方
が

強
ま
っ
て
い
る
。

　セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
主
体
の
特

約
店
に
よ
る
と
、
９
月
の

ガ
ソ
リ
ン
販
売
量
か
前
年

同
月
比
95
％
程
度
に
と
ど

ま
る
見
通
し
と
い
う
。「
残

暑
効
果
に
よ
る
需
要
持
続

は
期
待
外
れ
の
感
が
あ

り
、
利
幅
縮
小
を
合
わ
せ

る
と
７
〜
８
月
に
く
ら
べ

て
収
益
面
で
は
厳
し
い
」

と
み
て
い
る
。

　第
２
週
に
値
戻
し
た
セ

ル
フ
Ｓ
Ｓ
の
上
値
は
レ
ギ

ュ
ラ
ー
１
７
２
円
が
主
流

だ
が
「
先
行
す
る
他
府
県

の
一
部
エ
リ
ア
で
は
、
現

金
会
員
ベ
ー
ス
で
１
７
０

円
台
に
乗
せ
て
い
る
。
今

後
の
需
要
減
少
に
対
応
し

た
上
乗
せ
が
必
要
」
と
の

声
が
あ
が
る
。

　利
幅
改
善
へ
の
意
欲
が

高
ま
る
一
方
「
有
力
業
者

の
量
販
政
策
が
な
か
な
か

沈
静
化
し
な
い
た
め
採
販

市
況
安
定
化
は
困
難
」
と

の
見
方
も
あ
り
、
定
着
し

に
く
い
商
圏
内
の
セ
ル
フ

Ｓ
Ｓ
間
で
の
価
格
差
販
売

に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か

が
課
題
と
な
り
そ
う
だ
。

　原
材
料
費
や
物
流
費
の

高
騰
を
受
け
、
洗
車
溶
剤

や
タ
オ
ル
、
レ
ジ
ロ
ー
ル

紙
な
ど
Ｓ
Ｓ
の
備
品
、
消

耗
品
に
か
か
る
経
費
も
上

昇
し
て
い
る
。
し
か
し
Ｓ

Ｓ
運
営
上
の
経
費
増
大
に

対
す
る
販
売
価
格
へ
の
転

嫁
が
い
ぜ
ん
不
十
分
と
い

う
の
が
実
情
と
い
え
る
。

　さ
ら
に
１
日
か
ら
51
円

引
き
上
げ
ら
れ
時
給
１
０

５
２
円
と
な
る
最
低
賃
金

へ
の
対
応
が
滞
っ
た
場

合
、
従
業
員
流
出
に
つ
な

が
る
可
能
性
は
高
く
深
刻

化
す
る
人
手
不
足
に
拍
車

が
か
か
り
か
ね
な
い
。「
Ｓ

Ｓ
の
運
営
上
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
危
機
的
状
況
」
と

の
見
方
が
支
配
的
だ
。

　今
週
明
け
の
市
況
は
、

い
ぜ
ん
レ
ギ
ュ
ラ
ー
㍑
１

５
０
円
台
の
低
価
格
が
張

り
付
き
、
一
部
エ
リ
ア
の

１
７
０
円
台
を
除
く
と
、

お
お
む
ね
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
の

会
員
価
格
で
１
６
７
〜
１

６
８
円
が
主
流
で
、
全
県

的
に
１
７
０
円
台
に
乗
せ

た
い
と
こ
ろ
だ
。

　企
業
存
続
を
左
右
し
か

ね
な
い
「
物
価
上
昇
分
を

上
回
る
賃
上
げ
」
を
実
現

で
き
る
の
か
。
仕
切
価
格

動
向
に
応
じ
た
従
来
の
価

格
改
定
と
は
違
っ
た
コ
ス

ト
転
嫁
の
必
要
性
を
認
識

し
、
利
益
率
向
上
に
つ
な

が
る
適
正
価
格
に
よ
る
採

販
実
践
に
待
っ
た
な
し
の

局
面
と
い
え
る
。

　【
和
歌
山
】
和
歌
山
市

で
は
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
の
価
格

帯
が
低
迷
し
た
ま
ま
だ
。

　24
日
現
在
、
元
売
系
列

　【奈
良
】
奈
良
県
で
は
、

県
中
部
な
ど
多
く
の
地
域

・
商
圏
で
市
況
が
停
滞
し

て
い
る
。
地
場
業
者
は

「
８
月
以
降
、
複
数
の
業

者
が
値
上
げ
を
実
施
す
る

な
ど
何
度
か
市
況
改
善
の

機
運
が
高
ま
っ
た
が
、
す

べ
て
不
発
に
終
わ
っ
た
」

と
た
め
息
を
つ
く
。

　実
際
、
24
日
現
在
の
元

売
系
列
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
に
お

け
る
レ
ギ
ュ
ラ
ー
店
頭
価

格
の
中
心
値
が
㍑
１
６
２

〜
１
６
６
円
の
地
域
・
商

圏
が
多
く
、
県
内
で
は
高

価
格
帯
を
維
持
し
て
い
る

奈
良
市
（
１
６
９
円
前

後
）
と
比
較
す
る
と
３
〜

７
円
の
差
が
生
じ
て
い

る
。
関
係
筋
は
「
元
売
仕

切
値
の
動
向
を
踏
ま
え
る

と
収
益
的
に
厳
し
い
の
で

は
な
い
か
。
せ
め
て
奈
良

市
と
同
等
の
価
格
に
値
上

げ
す
べ
き
」と
指
摘
す
る
。

　要
因
の
一
つ
は
Ｐ
Ｂ

（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン

ド
）
Ｓ
Ｓ
や
商
社
系
、
非

系
列
Ｓ
Ｓ
と
い
っ
た
安
値

業
者
の
価
格
帯
。
県
内
で

は
多
く
の
商
圏
に
１
５
５

〜
１
５
９
円
と
１
６
０
円

に
届
か
な
い
業
者
が
お

り
、
な
か
に
は
元
売
系
列

の
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
で
も
１
６

０
円
を
下
回
る
事
例
が
み

ら
れ
る
。

　特
約
店
筋
は
「
市
況
が

改
善
し
な
い
最
大
の
原

因
。
他
社
が
値
上
げ
し
て

い
て
も
動
か
ず
、
逆
に
値

下
げ
す
る
ケ
ー
ス
す
ら
あ

る
。
許
せ
な
い
」
と
憤
り

を
隠
せ
な
い
。

　別
の
特
約
店
幹
部
は

「
Ｐ
Ｂ
－
Ｓ
Ｓ
な
ど
が
値

　【
神
戸
】
兵
庫
県
石
商

（
碇
武
宏
章
理
事
長
）は
20

日
、
正
副
・
常
任
理
事
会

を
開
き
、
直
近
の
課
題
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

賃
上
げ
や
コ
ス
ト
増
を
踏

ま
え
た
採
販
徹
底
、
注
視

す
る
コ
ス
ト
コ
Ｇ
Ｓ（
ガ

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）問
題

な
ど
公
正
市
場
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
対
策
強
化

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　碇
武
理
事

長
は
物
価
高

騰
や
人
件
費

上
昇
な
ど
の
情
勢
を
踏
ま

え
「
い
つ
ま
で
も
無
意
味

な
価
格
競
争
を
繰
り
返
し

て
い
る
場
合
で
は
な
く
、

従
来
と
は
違
う
危
機
的
状

況
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し

対
応
す
る
こ
と
が
肝
要
。

組
合
員
が
危
機
意
識
を
共

有
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
解
決
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
」
と
話
し
た
。

　一
方
、
出
店
が
相
次
ぐ

コ
ス
ト
コ
Ｇ
Ｓ
に
つ
い

て
、
報
道
番
組
の
特
集
で

「
ガ
ソ
リ
ン
が
安
い
」
こ

と
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
に

触
れ
、
石
油
政
治
連
盟
の

中
村
彰
一
郎
会
長
、
コ
ス

ト
コ
対
策
室
の
二
木
三
千

哉
室
長
が
「
近
隣
の
地
元

Ｓ
Ｓ
へ
の
影
響
は
一
段
と

大
き
く
な
る
」
と
不
安
材

料
に
あ
げ
た
。

　碇
武
理
事
長
は
「
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
を
考
慮
す
れ

ば
、
自
治
体
の
コ
ス
ト
コ

誘
致
の
風
潮
は
強
ま
る
。

コ
ス
ト
コ
Ｇ
Ｓ
へ
の
燃
料

油
供
給
元
に
対
す
る
調

査
、
公
正
取
引
に
向
け
た

新
し
い
枠
組
み
と
し
て
の

立
法
化
実
現
が
焦
点
と
な

る
」と
の
見
解
を
述
べ
た
。

セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
で
は
レ
ギ
ュ

ラ
ー
店
頭
価
格
㍑
１
５
９

〜
１
６
３
円
、
軽
油
１
３

９
〜
１
４
１
円
（
実
売
は

い
ず
れ
も
２
円
程
度
の
値

引
き
）
が
中
心
値
。
一
時

的
に
３
円
程
度
の
改
善
が

み
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
お
お
む
ね
今
年
１
月

か
ら
価
格
帯
が
変
動
し
て

い
な
い
。
特
約
店
筋
は

「
収
益
は
か
な
り
厳
し
い

の
で
は
」
と
指
摘
す
る
。

　一
方
、
Ｐ
Ｂ
（
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
）
Ｓ
Ｓ

や
商
社
系
と
い
っ
た
安
値

業
者
も
レ
ギ
ュ
ラ
ー
１
５

４
円
前
後
、
軽
油
１
２
９

円
前
後
が
大
勢
で
関
係
筋

は
「
決
し
て
利
益
を
得
ら

れ
て
い
る
と
は
思
え
な

い
。
多
く
の
業
者
が
苦
し

い
の
で
は
な
い
か
」
と
推

測
す
る
。

　別
の
特
約
店
代
表
は

「
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で

何
度
も
〝
和
歌
山
は
近
畿

で
も
っ
と
も
ガ
ソ
リ
ン
価

格
が
安
い
〞
な
ど
と
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
情
け

な
い
」と
た
め
息
を
つ
く
。

　同
日
の
近
畿
他
府
県

（
県
庁
所
在
地
）
と
く
ら

べ
て
元
売
系
列
セ
ル
フ
Ｓ

Ｓ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
店
頭
価
格

で
は
８
〜
13
円
（
奈
良
市

１
６
９
円
、
大
阪
市
１
７

４
円
）
も
価
格
差
が
あ

り
、
そ
れ
だ
け
収
益
も
得

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な

　【
彦
根
市
＝
滋
賀
】
ア

ク
ア
シ
ス
テ
ム
（
本
社
滋

賀
県
彦
根
市
・
木
村
匡
伸

社
長
）
は
23
日
、
彦
根
市

を
拠
点
に
活
動
す
る
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
レ

イ
ラ
ッ
ク
滋

賀
Ｆ
Ｃ
」
の

公
式
ス
ポ
ン

サ
ー
と
し

て
、
屋
外
練

習
で
の
熱
中
症
対
策
に
活

用
で
き
る
「
Ａ
Ｑ
ｐ
ｌ
ｕ

ｓ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
式
送
風

機
」
を
贈
呈
し
た
。
平
和

堂
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｏ
ス
タ
ジ
ア
ム

で
行
わ
れ
た
試
合
の
キ
ッ

ク
オ
フ
前
に
、
木
村
社
長

が
同
Ｆ
Ｃ
（
Ｍ
ｉ
－
Ｏ
ス

ポ
ー
ツ
）
の
内
林
広
高
社

長
に
手
渡
し
た
。

　同
送
風
機
（
Ａ
Ｑ
Ｒ
－

18
Ｈ
Ｂ
）
の
電
源
確
保

は
、
標
準
付
属
の
Ａ
Ｃ
１

０
０
♪
電
源
コ
ー
ド
接
続

に
よ
る
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

と
、
純
正
同
等
の
Ｄ
Ｃ
18

♪
６
・
０
♭
時
互
換
バ
ッ

テ
リ
ー
接
続
に
よ
る
コ
ー

ド
レ
ス
の
２
通
り
。
工
場

や
倉
庫
の
作
業
現
場
の
ほ

か
、
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー

ツ
会
場
な
ど
用
途
や
場
所

に
応
じ
て
使
用
で
き
る
。

　レ
イ
ラ
ッ
ク
滋
賀
Ｆ
Ｃ

は
、
彦
根

市
、
草
津

市
、
東
近
江

市
を
中
心
に

滋
賀
全
県
を

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
、
Ｊ

リ
ー
グ
加
盟
を
目
指
し
て

い
る
。
滋
賀
県
の
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
文
化
発
展
を
通
じ

て
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り

に
貢
献
す
る
。

段
で
勝
負
し
て
く
る
の

は
、
許
せ
な
い
が
理
解
は

で
き
る
。
し
か
し
元
売
系

列
Ｓ
Ｓ
の
安
値
は
論
外
。

同
じ
系
列
Ｓ
Ｓ
を
運
営
す

る
同
業
他
社
が
迷
惑
を
被

っ
て
い
る
。
辞
め
て
ほ
し

い
」
と
眉
間
に
し
わ
を
寄

せ
る
。

　一
方
、
あ
る
特
約
店
代

表
は
「
安
値
業
者
の
価
格

帯
が
一
番
の
ネ
ッ
ク
」
と

し
な
が
ら
も
「
そ
れ
に
対

応
し
て
い
る
周
辺
業
者
も

安
値
が
改
善
し
な
い
理

由
」
と
強
調
す
る
。「
安

値
に
対
応
す
る
か
ら
商
圏

や
地
域
全
体
の
市
況
が
悪

化
す
る
。
他
社
の
価
格
は

無
視
し
、
自
社
に
と
っ
て

適
正
収
益
を
得
ら
れ
る
値

段
、
言
い
換
え
れ
ば
販
売

数
量
が
減
少
し
て
も
利
益

を
確
保
で
き
る
価
格
を
掲

げ
て
い
れ
ば
、
市
況
も
そ

こ
ま
で
下
が
ら
な
い
は

ず
。
安
値
は
無
視
す
る
に

限
る
」。

　市
況
の
低
迷
は
今
に
始

ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

奈
良
県
で
は
長
年
、
低
市

況
に
苦
し
め
ら
れ
て
き

た
。
Ｓ
Ｓ
数
が
減
少
し
続

け
て
お
り
、
収
益
確
保
は

す
べ
て
の
業
者
に
と
っ
て

至
上
命
題
。
早
急
な
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　【
大
阪
】
行
政
や
事
業

者
・
団
体
、
有
識
者
で
構

成
さ
れ
る
大
阪
府
石
油
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防
災
本
部

は
こ
の
ほ
ど
、
大
阪
府
石

油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防
災

計
画
（
第
３
期
対
策
計

画
）
の
令
和
５
年
度
進
ち

ょ
く
状
況
お
よ
び
第
１
期

か
ら
第
３
期
の
対
策
結
果

を
公
表
し
た
。

　同
計
画
は
平
成
27
年
度

か
ら
開
始
。
同
年
度
か
ら

29
年
度
を
第
１
期
、
30
年

度
か
ら
令
和
２
年
度
を
第

２
期
、
３
年
度
か
ら
５
年

度
を
第
３
期
と
し
て
９
年

間
行
っ
た
。

　令
和
５
年
度
の
進
ち
ょ

く
状
況
で
は
ハ
ー
ド
対
策

の
重
点
項
目
（
タ
ン
ク
配

管
へ
の
緊
急
遮
断
弁
の
設

置
、
重
要
施
設
な
ど
の
浸

水
対
策
、
小
規
模
タ
ン
ク

の
漂
流
対
策
）
に
つ
い

て
、
対
策
は
進
ん
で
い
る

が
費
用
や
期
間
が
必
要
な

内
容
も
あ
り
、
特
定
事
業

所
に
よ
る
継
続
実
施
や
防

災
本
部
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
が
不
可
欠
と
し

た
。　ソ

フ
ト
面
の
重
点
項
目

（
有
害
化
学
物
質
の
漏
え

い
リ
ス
ク
評
価
実
施
、
協

力
会
社
や
一
時
的
な
作
業

員
増
を
考
慮
し
た
津
波
避

難
計
画
の
見
直
し
、
Ｌ
２

＝
想
定
最
大
規
模
＝
の
高

潮
＝
地
震
・
津
波
を
除
く

＝
に
備
え
た
ソ
フ
ト
対

策
）
に
関
し
て
は
、
他
の

２
項
目
は
必
要
な
対
策
が

行
わ
れ
た
も
の
の
、
高
潮

に
備
え
た
ソ
フ
ト
対
策
が

未
実
施
の
事
業
所
が
あ

り
、
引
き
続
き
防
災
本
部

か
ら
取
り
組
み
を
推
進
す

る
と
し
て
い
る
。

　一
方
、
第
１
期
か
ら
第

３
期
の
対
策
結
果
に
つ
い

て
、
重
点
項
目
（
15
項

目
）
の
う
ち
９
項
目
（
建

物
の
地
震
・
津
波
対
策
、

管
理
油
高
の
見
直
し
、
有

害
化
学
物
質
漏
え
い
初
動

体
制
、
安
全
に
係
る
企
業

活
動
の
再
点
検
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定
・
見
直
し
、
近
隣
事

業
所
間
の
情
報
共
有
の
強

化
、
浮
き
屋
根
式
タ
ン
ク

の
耐
震
化
、
準
特
定
タ
ン

ク
の
耐
震
化
、
球
形
高
圧

ガ
ス
タ
ン
ク
の
鋼
管
ブ
レ

ー
ス
の
耐
震
化
）
の
取
り

組
み
を
終
了
し
た
と
説

明
。
た
だ
重
要
施
設
の
移

設
な
ど
多
額
の
費
用
や
中

長
期
的
な
期
間
を
要
す
る

対
策
な
ど
が
残
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
推
進
・
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
欠
か
せ

な
い
と
し
て
い
る
。

　令
和
６
年
度
以
降
に
つ

い
て
は
今
年
３
月
に
制
定

し
た
「
大
阪
府
石
油
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
等
特
別
防
災
区

域
に
お
け
る
防
災
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
い

て
重
点
項
目
の
推
進
・
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
訓
練
や

教
育
、
取
り
組
み
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
を
行
い
、
結
果
を
公

表
す
る
と
し
て
い
る
。

る
。
早
急
な
市
況
改
善
が

望
ま
れ
て
い
る
。

　【
兵
庫
】
来
週
か
ら
10
月
入
り
す
る
兵
庫
県
市
場
は
、
Ｓ
Ｓ
店
頭
価
格
引
き
上
げ
が
必
至
の
情
勢
に
あ
る
。

１
日
か
ら
発
効
さ
れ
る
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
と
も
な
う
人
件
費
上
昇
、
Ｓ
Ｓ
の
備
品
や
消
耗
品
の
値
上
げ

な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
コ
ス
ト
負
担
の
一
層
増
大
は
避
け
ら
れ
な
い
た
め
、
燃
料
油
マ
ー
ジ
ン
向
上
に
よ
る

経
営
改
善
が
焦
点
と
な
り
そ
う
だ
。

内
林
社
長
（
左
）
に
送
風
機
を
手
渡
す
木
村
社
長

大
阪
大
空
襲
、３
カ
月
の
防
空
壕
生
活

従
業
員
を
ね
ぎ
ら
う
横
田
社
長
（
上
）、

大
イ
ベ
ン
ト
に
180
人
が
参
集

兵庫ＳＳ

和
歌
山
市

９
年
間
の
結
果
評
価
も
実
施

あ
い
さ
つ

す
る
碇
武

理
事
長

京都市内

２
〜
３
円
上
乗
せ
必
要
視

９
月 

ガ
ソ
リ
ン
減
販
と
利
幅
縮
小

店
頭
価
格
引
き
上
げ
必
至

コ
ス
ト
負
担
一
層
増
に
危
機
感

焼け野原からの復興は油脂配給
自
身
も
本
格
的
に
家
業
へ
従
事

セ
ル
フ
市
況
停
滞
続
く

ＢＢＱと花火大会見物で慰労
横田石油

グループ従業員と家族180人集う

危
機
感
共
有
し
採
販
徹
底

公
正
へ
の
法
制
化
に
期
待

兵庫石商

奈
良
県 

市
況
改
善
待
っ
た
な
し

「
元
売
系
列
Ｓ
Ｓ
の
安
値
は
論
外
」

第３期対策計画進ちょく状況公表
大阪府石油コンビナート等防災本部

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
式
送
風
機 

贈   呈

ア
ク
ア
シ
ス
テ
ム 

地
元
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
支
援

シ
ェ
ル
石
油

大
阪
発
売
所 

鴻
野
眞
太
郎
名
誉
会
長

～第２回～
イ ューン タビ

  

　横
田
石
油
（
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｓ
系
＝
本
社
姫
路
市

・
横
田
昌
彦
社
長
）
は

21
日
、
同
社
油
槽
所
敷

地
内
で
、
グ
ル
ー
プ
従

業
員
と
家
族
を
招
待
し

て
慰
労
イ
ベ
ン
ト
を
大

々
的
に
開
催
し
た
。
約

１
８
０
人
が
参
集
し
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
の
あ
と
、

姫
路
み
な
と
祭
の
海
上

花
火
大
会
を
見
物
し

た
。　横

田
社
長
は
、
コ
ロ

ナ
禍
や
姫
路
港
の
護
岸

工
事
な
ど
の
影
響
で
花

火
大
会
の
再
開
が
遅
れ

て
い
た
経
緯
を
踏
ま
え

「
５
年
ぶ
り
に
よ
う
や

く
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
心
配
さ
れ
た
天

候
も
持
ち
こ
た
え
て
、

何
と
か
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
で
き
た
。
従
業
員
を

支
え
る
ご
家
族
共
々
、

存
分
に
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
」
と
慰
労
の
意

を
伝
え
た
。

　バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
ほ

か
、
子
供
は
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
す
く
い
、
射
的

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
挑
戦
し
、
夕
刻
に

打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火

大
会
を
間
近
に
見
る
な

ど
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
た
。

　
　（姫
路
市
＝
兵
庫
）

　昭
和
20
年
（
１
９
４
５
年
）
３

月
13
日
夜
半
、
大
阪
大
空
襲
。
創

業
者
の
祖
父
・
鴻
野
沖
三
郎
氏
や

父
・
沖
一
氏
、
母
・
エ
イ
氏
と
と

も
に
防
空
壕
へ
避
難
。
以
降
３
カ

月
ほ
ど
防
空
壕
内
で
の
生
活
が
続

い
た
。

　一
般
的
な
住
居
に
越
せ
た
の
は

意
外
な
理
由
か
ら
。「
父
が
尼
崎

市
の
立
花
に
６
軒
の
借
家
を
建
て

て
い
た
。
祖
父
は
〝
無
駄
遣
い

や
〞
と
怒
っ
て
い
た
が
、
田
園
地

帯
だ
っ
た
か
ら
空
襲
を
免
れ
た
」。

元
々
は
満
室
だ
っ
た
も
の
の
住
ん

で
い
た
叔
父
が
戦
死
。
悲
し
み
は

あ
っ
た
が
空
い
た
部
屋
に
移
住
し

防
空
壕
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
た
。

　そ
れ
で
も
苦
し
い
生
活
は
続

く
。「
お
ふ
く
ろ
は
夏
も
冬
も
浴

衣
１
枚
だ
っ
た
。
ほ
か
は
す
べ
て

売
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
」。

　戦
中
だ
け
で
は
な
い
。
戦
後
、

間
も
な
い
頃
。
エ
イ
氏
が
残
っ
て

い
た
着
物
を
売
り
、
米
に
変
え

た
。
嫁
入
り
道
具
と
し
て
持
っ
て

　戦
後
。
事
業
を
再
開
し
よ
う
に

も
工
場
や
陸
運
会
社
と
い
っ
た
取

引
先
は
焼
失
な
ど
に
よ
り
皆
無
。

業
務
に
な
ら
な
か
っ
た
。

　た
だ
道
は
あ
っ
た
。
一
般
家
庭

に
油
糧
公
団
か
ら
植
物
油
（
油

脂
）
の
配
給
を
行
う
権
利
を
有
し

て
お
り
、
業
務
を
開
始
。
鴻
野
名

誉
会
長
も
父
と
母
か
ら
「
港
区
と

東
成
区
の
配
給
に
行
っ
て
く
れ
」

と
頼
ま
れ
、
本
格
的
に
家
業
に
従

事
し
始
め
た
。

　「
堺
の
倉
庫
で
保
管
し
て
い
た

オ
ー
ト
三
輪
が
焼
け
ず
に
残
っ
て

い
た
。
父
は
〝
疎
開
さ
せ
て
い

た
〞
と
言
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を

活
用
し
た
」。
公
団
か
ら
出
荷
指

示
書
を
も
ら
い
精
油
会
社
へ
出
向

い
て
植
物
油
を
受
け
取
る
。
父
と

母
、
従
業
員
１
人
、
そ
し
て
自
分

の
４
人
で
配
給
。「
苦
し
い
時
代

だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　「
社
員
が
戦
地
か
ら
復
員
し
て

真
っ
先
に
親
父
に
あ
い
さ
つ
に
来

る
。
し
か
し
雇
う
だ
け
の
金
が
な

い
。〝
よ
ぅ
元
気
で
帰
っ
て
き
て

く
れ
た
〞
と
慰
め
の
言
葉
は
出
る

が
〝
じ
ゃ
あ
明
日
か
ら
一
緒
に
や

ろ
う
〞
と
は
言
え
な
い
。
給
料
を

払
え
な
い
。
一
番
、
悲
惨
な
時
代

だ
っ
た
」。

　自
分
た
ち
も
苦
し
か
っ
た
。
配

給
業
務
を
終
え
、
倉
庫
に
戻
る
。

植
物
油
を
入
れ
て
い
た
ド
ラ
ム
缶

を
斜
め
に
立
て
、
口
を
下
に
し
、

少
し
た
ま
っ
た
油
脂
を
ポ
ン
プ
で

吸
い
取
っ
た
。「
１
升
も
な
い
。

１
合
く
ら
い
だ
っ
た
か
。
わ
れ
わ

れ
家
族
の
食
い
ぶ
ち
だ
っ
た
。
よ

ぅ
生
き
と
っ
た
な
ぁ
と
思
う
」。

　戦
後
の
苦
難
。
転
機
が
訪
れ
た

の
は
、
昭
和
20
年
11
月
。
ラ
イ
ジ

ン
グ
サ
ン
石
油
時
代
の
縁
が
同
社

を
新
た
な
局
面
へ
導
く
こ
と
に
な

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　（つ
づ
く
）

き
た
最
後
の
１
枚
だ
っ
た
。
家
族

は
餓
死
せ
ず
生
き
な
が
ら
え
た

(５) 第２１９２８号 （第三種郵便物認可） 令和６年（２０２４年）９月２８日 （土曜日）

が
、
母
の
胸
中
を
思
う
と
涙
を
禁

じ
得
な
か
っ
た
。

　【
大
阪
】
石
油
販
売
業
界
を
け
ん
引
し
続
け
て
き
た
シ
ェ
ル
石
油
大
阪

発
売
所
の
鴻
野
眞
太
郎
名
誉
会
長
。
戦
後
の
混
乱
期
を
ど
う
乗
り
越
え
た

の
か
、
話
し
を
う
か
が
っ
た
（
記
事
中
の
人
物
名
や
役
職
、
時
期
な
ど
は

鴻
野
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
に
基
づ
く
）。

　【
京
都
】
京
都
市
内
は

全
般
に
９
月
の
ガ
ソ
リ
ン

販
売
量
が
前
年
同
月
実
績

を
下
回
り
、
平
均
マ
ー
ジ

ン
も
縮
小
気
味
だ
。
10
月

入
り
後
の
需
要
減
少
予
測

を
踏
ま
え
る
と
、
平
均
マ

ー
ジ
ン
の
㍑
２
〜
３
円
上

乗
せ
が
必
要
と
の
見
方
が

強
ま
っ
て
い
る
。

　セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
主
体
の
特

約
店
に
よ
る
と
、
９
月
の

ガ
ソ
リ
ン
販
売
量
か
前
年

同
月
比
95
％
程
度
に
と
ど

ま
る
見
通
し
と
い
う
。「
残

暑
効
果
に
よ
る
需
要
持
続

は
期
待
外
れ
の
感
が
あ

り
、
利
幅
縮
小
を
合
わ
せ

る
と
７
〜
８
月
に
く
ら
べ

て
収
益
面
で
は
厳
し
い
」

と
み
て
い
る
。

　第
２
週
に
値
戻
し
た
セ

ル
フ
Ｓ
Ｓ
の
上
値
は
レ
ギ

ュ
ラ
ー
１
７
２
円
が
主
流

だ
が
「
先
行
す
る
他
府
県

の
一
部
エ
リ
ア
で
は
、
現

金
会
員
ベ
ー
ス
で
１
７
０

円
台
に
乗
せ
て
い
る
。
今

後
の
需
要
減
少
に
対
応
し

た
上
乗
せ
が
必
要
」
と
の

声
が
あ
が
る
。

　利
幅
改
善
へ
の
意
欲
が

高
ま
る
一
方
「
有
力
業
者

の
量
販
政
策
が
な
か
な
か

沈
静
化
し
な
い
た
め
採
販

市
況
安
定
化
は
困
難
」
と

の
見
方
も
あ
り
、
定
着
し

に
く
い
商
圏
内
の
セ
ル
フ

Ｓ
Ｓ
間
で
の
価
格
差
販
売

に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か

が
課
題
と
な
り
そ
う
だ
。

　原
材
料
費
や
物
流
費
の

高
騰
を
受
け
、
洗
車
溶
剤

や
タ
オ
ル
、
レ
ジ
ロ
ー
ル

紙
な
ど
Ｓ
Ｓ
の
備
品
、
消

耗
品
に
か
か
る
経
費
も
上

昇
し
て
い
る
。
し
か
し
Ｓ

Ｓ
運
営
上
の
経
費
増
大
に

対
す
る
販
売
価
格
へ
の
転

嫁
が
い
ぜ
ん
不
十
分
と
い

う
の
が
実
情
と
い
え
る
。

　さ
ら
に
１
日
か
ら
51
円

引
き
上
げ
ら
れ
時
給
１
０

５
２
円
と
な
る
最
低
賃
金

へ
の
対
応
が
滞
っ
た
場

合
、
従
業
員
流
出
に
つ
な

が
る
可
能
性
は
高
く
深
刻

化
す
る
人
手
不
足
に
拍
車

が
か
か
り
か
ね
な
い
。「
Ｓ

Ｓ
の
運
営
上
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
危
機
的
状
況
」
と

の
見
方
が
支
配
的
だ
。

　今
週
明
け
の
市
況
は
、

い
ぜ
ん
レ
ギ
ュ
ラ
ー
㍑
１

５
０
円
台
の
低
価
格
が
張

り
付
き
、
一
部
エ
リ
ア
の

１
７
０
円
台
を
除
く
と
、

お
お
む
ね
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
の

会
員
価
格
で
１
６
７
〜
１

６
８
円
が
主
流
で
、
全
県

的
に
１
７
０
円
台
に
乗
せ

た
い
と
こ
ろ
だ
。

　企
業
存
続
を
左
右
し
か

ね
な
い
「
物
価
上
昇
分
を

上
回
る
賃
上
げ
」
を
実
現

で
き
る
の
か
。
仕
切
価
格

動
向
に
応
じ
た
従
来
の
価

格
改
定
と
は
違
っ
た
コ
ス

ト
転
嫁
の
必
要
性
を
認
識

し
、
利
益
率
向
上
に
つ
な

が
る
適
正
価
格
に
よ
る
採

販
実
践
に
待
っ
た
な
し
の

局
面
と
い
え
る
。

　【
和
歌
山
】
和
歌
山
市

で
は
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
の
価
格

帯
が
低
迷
し
た
ま
ま
だ
。

　24
日
現
在
、
元
売
系
列

　【奈
良
】
奈
良
県
で
は
、

県
中
部
な
ど
多
く
の
地
域

・
商
圏
で
市
況
が
停
滞
し

て
い
る
。
地
場
業
者
は

「
８
月
以
降
、
複
数
の
業

者
が
値
上
げ
を
実
施
す
る

な
ど
何
度
か
市
況
改
善
の

機
運
が
高
ま
っ
た
が
、
す

べ
て
不
発
に
終
わ
っ
た
」

と
た
め
息
を
つ
く
。

　実
際
、
24
日
現
在
の
元

売
系
列
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
に
お

け
る
レ
ギ
ュ
ラ
ー
店
頭
価

格
の
中
心
値
が
㍑
１
６
２

〜
１
６
６
円
の
地
域
・
商

圏
が
多
く
、
県
内
で
は
高

価
格
帯
を
維
持
し
て
い
る

奈
良
市
（
１
６
９
円
前

後
）
と
比
較
す
る
と
３
〜

７
円
の
差
が
生
じ
て
い

る
。
関
係
筋
は
「
元
売
仕

切
値
の
動
向
を
踏
ま
え
る

と
収
益
的
に
厳
し
い
の
で

は
な
い
か
。
せ
め
て
奈
良

市
と
同
等
の
価
格
に
値
上

げ
す
べ
き
」と
指
摘
す
る
。

　要
因
の
一
つ
は
Ｐ
Ｂ

（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン

ド
）
Ｓ
Ｓ
や
商
社
系
、
非

系
列
Ｓ
Ｓ
と
い
っ
た
安
値

業
者
の
価
格
帯
。
県
内
で

は
多
く
の
商
圏
に
１
５
５

〜
１
５
９
円
と
１
６
０
円

に
届
か
な
い
業
者
が
お

り
、
な
か
に
は
元
売
系
列

の
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
で
も
１
６

０
円
を
下
回
る
事
例
が
み

ら
れ
る
。

　特
約
店
筋
は
「
市
況
が

改
善
し
な
い
最
大
の
原

因
。
他
社
が
値
上
げ
し
て

い
て
も
動
か
ず
、
逆
に
値

下
げ
す
る
ケ
ー
ス
す
ら
あ

る
。
許
せ
な
い
」
と
憤
り

を
隠
せ
な
い
。

　別
の
特
約
店
幹
部
は

「
Ｐ
Ｂ
－
Ｓ
Ｓ
な
ど
が
値

　【
神
戸
】
兵
庫
県
石
商

（
碇
武
宏
章
理
事
長
）は
20

日
、
正
副
・
常
任
理
事
会

を
開
き
、
直
近
の
課
題
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

賃
上
げ
や
コ
ス
ト
増
を
踏

ま
え
た
採
販
徹
底
、
注
視

す
る
コ
ス
ト
コ
Ｇ
Ｓ（
ガ

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）問
題

な
ど
公
正
市
場
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
対
策
強
化

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　碇
武
理
事

長
は
物
価
高

騰
や
人
件
費

上
昇
な
ど
の
情
勢
を
踏
ま

え
「
い
つ
ま
で
も
無
意
味

な
価
格
競
争
を
繰
り
返
し

て
い
る
場
合
で
は
な
く
、

従
来
と
は
違
う
危
機
的
状

況
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し

対
応
す
る
こ
と
が
肝
要
。

組
合
員
が
危
機
意
識
を
共

有
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
解
決
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
」
と
話
し
た
。

　一
方
、
出
店
が
相
次
ぐ

コ
ス
ト
コ
Ｇ
Ｓ
に
つ
い

て
、
報
道
番
組
の
特
集
で

「
ガ
ソ
リ
ン
が
安
い
」
こ

と
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
に

触
れ
、
石
油
政
治
連
盟
の

中
村
彰
一
郎
会
長
、
コ
ス

ト
コ
対
策
室
の
二
木
三
千

哉
室
長
が
「
近
隣
の
地
元

Ｓ
Ｓ
へ
の
影
響
は
一
段
と

大
き
く
な
る
」
と
不
安
材

料
に
あ
げ
た
。

　碇
武
理
事
長
は
「
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
を
考
慮
す
れ

ば
、
自
治
体
の
コ
ス
ト
コ

誘
致
の
風
潮
は
強
ま
る
。

コ
ス
ト
コ
Ｇ
Ｓ
へ
の
燃
料

油
供
給
元
に
対
す
る
調

査
、
公
正
取
引
に
向
け
た

新
し
い
枠
組
み
と
し
て
の

立
法
化
実
現
が
焦
点
と
な

る
」と
の
見
解
を
述
べ
た
。

セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
で
は
レ
ギ
ュ

ラ
ー
店
頭
価
格
㍑
１
５
９

〜
１
６
３
円
、
軽
油
１
３

９
〜
１
４
１
円
（
実
売
は

い
ず
れ
も
２
円
程
度
の
値

引
き
）
が
中
心
値
。
一
時

的
に
３
円
程
度
の
改
善
が

み
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
お
お
む
ね
今
年
１
月

か
ら
価
格
帯
が
変
動
し
て

い
な
い
。
特
約
店
筋
は

「
収
益
は
か
な
り
厳
し
い

の
で
は
」
と
指
摘
す
る
。

　一
方
、
Ｐ
Ｂ
（
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
）
Ｓ
Ｓ

や
商
社
系
と
い
っ
た
安
値

業
者
も
レ
ギ
ュ
ラ
ー
１
５

４
円
前
後
、
軽
油
１
２
９

円
前
後
が
大
勢
で
関
係
筋

は
「
決
し
て
利
益
を
得
ら

れ
て
い
る
と
は
思
え
な

い
。
多
く
の
業
者
が
苦
し

い
の
で
は
な
い
か
」
と
推

測
す
る
。

　別
の
特
約
店
代
表
は

「
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で

何
度
も
〝
和
歌
山
は
近
畿

で
も
っ
と
も
ガ
ソ
リ
ン
価

格
が
安
い
〞
な
ど
と
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
情
け

な
い
」と
た
め
息
を
つ
く
。

　同
日
の
近
畿
他
府
県

（
県
庁
所
在
地
）
と
く
ら

べ
て
元
売
系
列
セ
ル
フ
Ｓ

Ｓ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
店
頭
価
格

で
は
８
〜
13
円
（
奈
良
市

１
６
９
円
、
大
阪
市
１
７

４
円
）
も
価
格
差
が
あ

り
、
そ
れ
だ
け
収
益
も
得

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な

　【
彦
根
市
＝
滋
賀
】
ア

ク
ア
シ
ス
テ
ム
（
本
社
滋

賀
県
彦
根
市
・
木
村
匡
伸

社
長
）
は
23
日
、
彦
根
市

を
拠
点
に
活
動
す
る
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
レ

イ
ラ
ッ
ク
滋

賀
Ｆ
Ｃ
」
の

公
式
ス
ポ
ン

サ
ー
と
し

て
、
屋
外
練

習
で
の
熱
中
症
対
策
に
活

用
で
き
る
「
Ａ
Ｑ
ｐ
ｌ
ｕ

ｓ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
式
送
風

機
」
を
贈
呈
し
た
。
平
和

堂
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｏ
ス
タ
ジ
ア
ム

で
行
わ
れ
た
試
合
の
キ
ッ

ク
オ
フ
前
に
、
木
村
社
長

が
同
Ｆ
Ｃ
（
Ｍ
ｉ
－
Ｏ
ス

ポ
ー
ツ
）
の
内
林
広
高
社

長
に
手
渡
し
た
。

　同
送
風
機
（
Ａ
Ｑ
Ｒ
－

18
Ｈ
Ｂ
）
の
電
源
確
保

は
、
標
準
付
属
の
Ａ
Ｃ
１

０
０
♪
電
源
コ
ー
ド
接
続

に
よ
る
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

と
、
純
正
同
等
の
Ｄ
Ｃ
18

♪
６
・
０
♭
時
互
換
バ
ッ

テ
リ
ー
接
続
に
よ
る
コ
ー

ド
レ
ス
の
２
通
り
。
工
場

や
倉
庫
の
作
業
現
場
の
ほ

か
、
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー

ツ
会
場
な
ど
用
途
や
場
所

に
応
じ
て
使
用
で
き
る
。

　レ
イ
ラ
ッ
ク
滋
賀
Ｆ
Ｃ

は
、
彦
根

市
、
草
津

市
、
東
近
江

市
を
中
心
に

滋
賀
全
県
を

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
、
Ｊ

リ
ー
グ
加
盟
を
目
指
し
て

い
る
。
滋
賀
県
の
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
文
化
発
展
を
通
じ

て
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り

に
貢
献
す
る
。

段
で
勝
負
し
て
く
る
の

は
、
許
せ
な
い
が
理
解
は

で
き
る
。
し
か
し
元
売
系

列
Ｓ
Ｓ
の
安
値
は
論
外
。

同
じ
系
列
Ｓ
Ｓ
を
運
営
す

る
同
業
他
社
が
迷
惑
を
被

っ
て
い
る
。
辞
め
て
ほ
し

い
」
と
眉
間
に
し
わ
を
寄

せ
る
。

　一
方
、
あ
る
特
約
店
代

表
は
「
安
値
業
者
の
価
格

帯
が
一
番
の
ネ
ッ
ク
」
と

し
な
が
ら
も
「
そ
れ
に
対

応
し
て
い
る
周
辺
業
者
も

安
値
が
改
善
し
な
い
理

由
」
と
強
調
す
る
。「
安

値
に
対
応
す
る
か
ら
商
圏

や
地
域
全
体
の
市
況
が
悪

化
す
る
。
他
社
の
価
格
は

無
視
し
、
自
社
に
と
っ
て

適
正
収
益
を
得
ら
れ
る
値

段
、
言
い
換
え
れ
ば
販
売

数
量
が
減
少
し
て
も
利
益

を
確
保
で
き
る
価
格
を
掲

げ
て
い
れ
ば
、
市
況
も
そ

こ
ま
で
下
が
ら
な
い
は

ず
。
安
値
は
無
視
す
る
に

限
る
」。

　市
況
の
低
迷
は
今
に
始

ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

奈
良
県
で
は
長
年
、
低
市

況
に
苦
し
め
ら
れ
て
き

た
。
Ｓ
Ｓ
数
が
減
少
し
続

け
て
お
り
、
収
益
確
保
は

す
べ
て
の
業
者
に
と
っ
て

至
上
命
題
。
早
急
な
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　【
大
阪
】
行
政
や
事
業

者
・
団
体
、
有
識
者
で
構

成
さ
れ
る
大
阪
府
石
油
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防
災
本
部

は
こ
の
ほ
ど
、
大
阪
府
石

油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防
災

計
画
（
第
３
期
対
策
計

画
）
の
令
和
５
年
度
進
ち

ょ
く
状
況
お
よ
び
第
１
期

か
ら
第
３
期
の
対
策
結
果

を
公
表
し
た
。

　同
計
画
は
平
成
27
年
度

か
ら
開
始
。
同
年
度
か
ら

29
年
度
を
第
１
期
、
30
年

度
か
ら
令
和
２
年
度
を
第

２
期
、
３
年
度
か
ら
５
年

度
を
第
３
期
と
し
て
９
年

間
行
っ
た
。

　令
和
５
年
度
の
進
ち
ょ

く
状
況
で
は
ハ
ー
ド
対
策

の
重
点
項
目
（
タ
ン
ク
配

管
へ
の
緊
急
遮
断
弁
の
設

置
、
重
要
施
設
な
ど
の
浸

水
対
策
、
小
規
模
タ
ン
ク

の
漂
流
対
策
）
に
つ
い

て
、
対
策
は
進
ん
で
い
る

が
費
用
や
期
間
が
必
要
な

内
容
も
あ
り
、
特
定
事
業

所
に
よ
る
継
続
実
施
や
防

災
本
部
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
が
不
可
欠
と
し

た
。　ソ

フ
ト
面
の
重
点
項
目

（
有
害
化
学
物
質
の
漏
え

い
リ
ス
ク
評
価
実
施
、
協

力
会
社
や
一
時
的
な
作
業

員
増
を
考
慮
し
た
津
波
避

難
計
画
の
見
直
し
、
Ｌ
２

＝
想
定
最
大
規
模
＝
の
高

潮
＝
地
震
・
津
波
を
除
く

＝
に
備
え
た
ソ
フ
ト
対

策
）
に
関
し
て
は
、
他
の

２
項
目
は
必
要
な
対
策
が

行
わ
れ
た
も
の
の
、
高
潮

に
備
え
た
ソ
フ
ト
対
策
が

未
実
施
の
事
業
所
が
あ

り
、
引
き
続
き
防
災
本
部

か
ら
取
り
組
み
を
推
進
す

る
と
し
て
い
る
。

　一
方
、
第
１
期
か
ら
第

３
期
の
対
策
結
果
に
つ
い

て
、
重
点
項
目
（
15
項

目
）
の
う
ち
９
項
目
（
建

物
の
地
震
・
津
波
対
策
、

管
理
油
高
の
見
直
し
、
有

害
化
学
物
質
漏
え
い
初
動

体
制
、
安
全
に
係
る
企
業

活
動
の
再
点
検
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定
・
見
直
し
、
近
隣
事

業
所
間
の
情
報
共
有
の
強

化
、
浮
き
屋
根
式
タ
ン
ク

の
耐
震
化
、
準
特
定
タ
ン

ク
の
耐
震
化
、
球
形
高
圧

ガ
ス
タ
ン
ク
の
鋼
管
ブ
レ

ー
ス
の
耐
震
化
）
の
取
り

組
み
を
終
了
し
た
と
説

明
。
た
だ
重
要
施
設
の
移

設
な
ど
多
額
の
費
用
や
中

長
期
的
な
期
間
を
要
す
る

対
策
な
ど
が
残
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
推
進
・
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
欠
か
せ

な
い
と
し
て
い
る
。

　令
和
６
年
度
以
降
に
つ

い
て
は
今
年
３
月
に
制
定

し
た
「
大
阪
府
石
油
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
等
特
別
防
災
区

域
に
お
け
る
防
災
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
い

て
重
点
項
目
の
推
進
・
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
訓
練
や

教
育
、
取
り
組
み
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
を
行
い
、
結
果
を
公

表
す
る
と
し
て
い
る
。

る
。
早
急
な
市
況
改
善
が

望
ま
れ
て
い
る
。

　【
兵
庫
】
来
週
か
ら
10
月
入
り
す
る
兵
庫
県
市
場
は
、
Ｓ
Ｓ
店
頭
価
格
引
き
上
げ
が
必
至
の
情
勢
に
あ
る
。

１
日
か
ら
発
効
さ
れ
る
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
と
も
な
う
人
件
費
上
昇
、
Ｓ
Ｓ
の
備
品
や
消
耗
品
の
値
上
げ

な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
コ
ス
ト
負
担
の
一
層
増
大
は
避
け
ら
れ
な
い
た
め
、
燃
料
油
マ
ー
ジ
ン
向
上
に
よ
る

経
営
改
善
が
焦
点
と
な
り
そ
う
だ
。

内
林
社
長
（
左
）
に
送
風
機
を
手
渡
す
木
村
社
長

大
阪
大
空
襲
、３
カ
月
の
防
空
壕
生
活

従
業
員
を
ね
ぎ
ら
う
横
田
社
長
（
上
）、

大
イ
ベ
ン
ト
に
180
人
が
参
集

兵庫ＳＳ

和
歌
山
市

９
年
間
の
結
果
評
価
も
実
施

あ
い
さ
つ

す
る
碇
武

理
事
長

京都市内

２
〜
３
円
上
乗
せ
必
要
視

９
月 

ガ
ソ
リ
ン
減
販
と
利
幅
縮
小

店
頭
価
格
引
き
上
げ
必
至

コ
ス
ト
負
担
一
層
増
に
危
機
感

焼け野原からの復興は油脂配給
自
身
も
本
格
的
に
家
業
へ
従
事

セ
ル
フ
市
況
停
滞
続
く

ＢＢＱと花火大会見物で慰労
横田石油

グループ従業員と家族180人集う

危
機
感
共
有
し
採
販
徹
底

公
正
へ
の
法
制
化
に
期
待

兵庫石商

奈
良
県 

市
況
改
善
待
っ
た
な
し

「
元
売
系
列
Ｓ
Ｓ
の
安
値
は
論
外
」

第３期対策計画進ちょく状況公表
大阪府石油コンビナート等防災本部

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
式
送
風
機 

贈   呈

ア
ク
ア
シ
ス
テ
ム 

地
元
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
支
援

シ
ェ
ル
石
油

大
阪
発
売
所 

鴻
野
眞
太
郎
名
誉
会
長

～第２回～
イ ューン タビ


